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あるジオロシストの歩いた遣

①

EDWARDBATTERSBYBA士LEY

1881一五965

エドワｰド･バタｰスビ･ベイリｰは一英国地質調査

所および応用地質学博物館の前所長兼館長であるととも

に一時グラスゴｰ大学地質学教室主任教授であった.

彼は1881年7月1目に生れ工965年3月19日永眠その

生涯を地質学上の思索研究に捧げたのであった.彼

の研究は連合王国内にとどまら狂いばかりか地質学の

広い分野にわたった.しかしとりわけ重要な仕事は

スコットランド西部の山岳丘陵島しょの主として火

成岩変成岩類の地表地質図作製を通して観察された諸

現象を立体的概念をもって解釈したことである.彼

の仕事ぶりは自分自身はもちろん人の観察も新鮮な説

明で解決させるある種の勘でうらうちされたおそれを

知らぬ肉体的精神的強靱さと情熱によって員1ぬかれて

いた.

生い立ち

ベイリｰはジェｰムス･バタｰスビ･ベイリｰを父

として南部ケントのウィｰルド地方M:ardenで生まれ

た.祖父ジェｰムス･ルトレル･ベイリｰはベルファ

スト駐とんのアイルランド近衛警備隊司令官であった.

エドワｰド･ベイリｰの母はカンバｰランド出の農場

主でバｰスの上流Tiverto阯｡n･AvOnに織物工場を経

営していたアイザック･カｰの娘ルｰイス･フロｰレン

スである.エドワｰドは6人兄弟の3番目で兄弟そ

ろって1914-1918

.年戦役に従軍4

人まで戦功十字章

の栄を受けている.

とくに医者であっ

た長兄はO.B.瓦

勲章の栄誉に輝い

た.しかし兄弟

のうち2人カミ戦死

している.

一家は開業場所

を転々と変えたた

めMardenから

Bagnorそこから

まブごEastbourne

Si亙C.J.Stllbb1efieIa*…蕃

岡田博有訳

Littlehamptonへと居を移さなければなら板かった.

ベイリｰが残した数少ない自伝的メモによると幼時扁

桃腺や耳カミ悪く虚弱で病気カミちだった.しかし戸外

の生活を好む性向は大人になったらレッド･インディ

アン〔北米土人のこと〕**たちの仲間に加わろうという野

心を抱いていたことからもよくうかがわれよう.彼は

母がもっていた陸海軍物資カタログの中カ王ら自分でどう

しても欲しかった野営用品をたんねんにチェックしてい

た.またレッド･インディアンの民話をもとにしたロ

ングフェ1コｰの｢ヒァワｰサ物語｣からあらすじをまと

めたりしたことがあるので後年親類先の養子の男の子

たちにその物語を話して聞かせることカミできた.彼は

1891年の春リトルハンプトンのちっぽけ在学校に入学し

たカミここでは餓鬼大将ともにひどくいじめられた.

それで一家カミ今度はKenda1に引越してホッとしたも

のだった.彼と二人の兄はここのケンドｰル･グラマ

ｰスクｰルに通った.これは当時100人ばかりの男子

校であった.ここでもけんかはあったけれども弱い者

いじめカミ板かったので学校が好きになったと彼自身述

べている.彼はゲｰムなどを生徒と一緒になってやる

先生を尊敬さえした.とくに数学物理化学を教え

てくれた先生はケンブリッジでの数学の成績は良くなか

ったげれども生徒と一緒に学び彼らの勉強を通して

湧き出る新鮮なアイデアをのばしてやり彼らと情熱を

わけ合った.このケントｰノレ時代ベイリｰをひきつけ

た本が2冊ある.それはオリバｰ･ロッジの｢科学を

切り開いた人びと｣とキップリングの｢ジャングル･ブ

ック｣であった.ベイリｰはチｰム･プレｰを好んだ

がボクシングフェノレウォｰキング〔山野の践渉〕クロ

スカントリｰレｰス〔断郊競走〕などにも熱を入れるよ

うに狂った.こうして健康は増進し多分リドノレノ'ン

プトン時代のみじ｡めさを二度となめないように自分の

体力的不安をなくそうといろいろ衣手を使ってみた.

その一つはできるだけ強く顔に平手打ちを食らわすよ

う下級生たちにけしかけたことであった.

1898年ケンブリッジのクレアｰ･カレッジに翌年秋入

寮の奨学金を獲得したので1899年の春学校からThir1一

*元英国地質調査所長

淋〔〕内は訳者注
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mereをへてValeofS七Johnまでの往復を走った.り

歩いたりの単独縦走を計画実行した.50マイノレなに

がしかを13時間ほどでやりとげた.この体力強化の日

課はケンブリッジで初めての冬を迎えても続いていた.

そのうえ毎夜寝室の窓を開け放ち木綿のシｰツを敷い

ただけで木綿の寝間着を着て寝ることにより耐久力をみ

たそうとした.一方勉強の合間にはラグビｰラグロ

ッス〔ホッケｰに似た一種の打球戯〕､ボｰトクロス

カントリｰボクシングなどが入りこんでき定.その

うちボクシングだけがどうにか彼を引き立ててくれた.

というのも1899年には新入生重量級メダルを獲得してい

る.その年の末には資格認定試合に失敗してオックス

フォｰドとの対校試合のケンブリッジ代表選手になれ衣

かった.もっともこの試合は非常にせい惨なものだっ

たといわれている.翌年もう一度試みたカミこの時は

腕をくじいたのでレフリｰが試合を中断させた.彼は

スポｰツに熱中したが勉強の方もそれに劣らたかった.

その努力は第2年目の自然科学優等試験(トライポス)

第I部で優等生として報われた.この時の試験課目

は化学地質学鉱物学物理学であった.

ケンブリッジの第3年目カミ始まるとベイリｰは英国

地質調査所に入ることを決意してトライポス第]I部で

は地質学と物理学を選択した.彼は地質巡検以外の

すべてを犠牲にして赤月物理学に専念していた.この

おかげでC.T.R.ウイルソン〔1869-1959スコットラ

ンド出身の物理学者ケンブリッジ大学教授1927年度

ノｰベル物理学賞受賞〕という水魚の友を得二人の友

情は1959年ウィルソンが亡く在るまで続いた.ベイリ

ｰには室内研究は静かすぎるほどで彼のスポｰツ熟は

最終学年前期まで冷め在かった.彼の一目は13時間を

自然科学の勉強に残り11時間をスポｰツ食事睡眠

にふりあてられた.枕頭の書はE.ド･マノレシュリに

よるE.シュｰスの名著のフランス語訳LaFacede1a

Terreであった.マルセル･ベノレトランが次のような

言葉で天地創造の聖書観と対比させたのがこの本である.

｢シュｰス氏の著書はこの世の第1目の終りに光明を点

じた｣

当時放射能の研究が緒についたばかりでその成果に

ついて学生たちが知るよしも放かった.しかし1902年

のある目カナダでラザフォｰドとソッディによって発

表された画期的論文〔放射性壊変の理論に関するもの〕

を説明するためにJ.J.トムソン〔物理学者ケンブリ

ッジのキャベンディッシュ研究所隆盛期の所長〕が聴衆

を集めていることを想い出した.この論文の中で放

射能は荷電粒子の放散によってより軽い原子へ崩壊する

ことによっておこるという学説が出されたのである.
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出席者ただ一人の地質学生としてベイリｰはトムソン

からこの説明をどう思うかと質問された.彼は一見

非可逆的なウラニウムの崩壊も一種の回復作用によって

平衡を維持するのだろうと答えた.これについては

当時何もわかっていなかったのであるが.五月学期の

終りベイリｰはトライポス第n部で地質学物理学そ

ろって首席の成績であることカミ発表された.喜んだベ

イリｰは1898年父の死後母が移住したDuI㎞ch〔ロン

ドン市内〕に徒歩旅行をした.彼はこのトライポスの

2･3週間前地質調査所のイングランドスコットラ

ンド各支所に一つっつ合計二つの空席を埋めるために

行なわれた採用試験を受けていた.給与条件は120ポ

ンド年昇給13ポンドであった.J.B.スクライブナｰ

がベイリｰよりも成績カ室よかったのでイングランドのポ

ストを選びスコットランドの方をベイリｰに譲って彼

を感激させた.ベイリｰの任官カミ決った時地質調査

所長J.J.H.ティｰル(後受爵してサｰ･ジェスロ)は

夫人に今度甥の鼻っ柱をへし折った男が入って来た

と話していた.この甥というのはH.T.フェラｰで

彼の名前に因んだフェラｰ氷河というのカミ南極大陸にあ

る.彼は学生時代ミドル級ボクシング選手だったカミ

ケンブリッジでベイリｰとダメッジなど意に介せず打ち

合ったことがある.

地質調査所時代1902-1929

ベイリｰはケンブリッジで1902年度ただ一人の地質学

トライボス合格者だったのでその年のノ'一クネス賞を

受けた.この地質学トライポスの結果は6月14目に発

表され地質調査所入所の熱望につかれていたベイリｰ

はその4日後エジンバラの支所に試験成績を報告した.

彼の入所当時B.N.ピｰチとJ.ホｰン〔Geo1.Mag.,Vo1.

63,P1ate18.1926参照〕は北西高地の栄光をになって

いた.ホｰンは1901年スコットランド支所の副所長に

任命されピｰチはアｰガイノレシァｰインバネッスシ

アｰ地域の地質担当技官であった.ベイリｰにとって

うれしかったのは高地一帯の6インチマップ〔約1万

分の1〕作製にピｰチの指揮下におかれたことである.

ピｰチははじめJura北東の鹿のいる森林におおわれた

Scarba島にベイリｰを連れて行った.本土はもちろ

ん付近の小島をかけめぐり鼓舞激励するピｰチのすぐれ

た指導統率にすっかり魅せられた.絶好の晴天にも恵

まれ後にベイリｰにとって地質学の桃源郷として運命づ

けられることになる地域の南西端に彼はいたのである.

たまたま1902年7月1目ベイリｰの満21才の誕生日

彼はピｰチにとり残されて初めて独力で地質図作りを

行狂った.その年とこの後幾年かは鹿の鳴く山野で

6月末までマッピングを続け8月には休暇を楽しみ

9月には牧羊場地帯に移動10月から3月にかけては低

地の炭同地帯にまわったり室内作業をしたりといった

年間スケジュｰルが続くことに狂った.こうして1902

年の9月にはCrinanに近い本土側にいた.ここでベ

イリｰはおよそ8マイル束のKi1ma廿in付近のマッピ

ングのためピｰチに合流した.ピｰチはTayva11ich

半島からこちらへ移動していた.ピｰチはマッピング

現地へ馬で出かけていたがベイリｰは朝乗せてもらっ

ても夕方には靴を脱ぎすて素足で宿舎の中に飛びこんで

いた.ベイリｰは野外調査にはショｰツをはいて行く

のが常であったがとうとう1905年もう少しフォｰマル

な服装をするように注意された.彼はその時自分の行

為に非を認めることができないという信念を述べ辞職を

申し出た.そうしなければ制服を着せられていたであ

ろう.しかしショｰツの着用を許されその後生涯野

外調査の折にはそれを離さなかった.

ベイリｰの野外調査の進行状況は各年度の｢地質調査

所業務進行要録｣をみれば容易にうかがい知ることがで

きる.最初の夏あげた成果は本土側に隔離されたよ

うに狭く分布しているダルラディアン珪岩を南西の島々

で確立した層序と対比したことである.その年の冬イ

ｰスト･ロシアンのHaddingtonGifford地区のC.T.

クロｰ班に加わり下部石炭系や氷河作用による諸現象

に強く興味をそそられた.

調査所時代の初め低地帯の調査でベイリｰは石炭系

層序に関する多数の貴重な成果をあげた.彼の最初の

論文カミ後年彼自身それを話題にのせるのを好んだが

“OntheoccurrenceoftrueCoaIMeas岨esat

PortSet㎝,EastLoth1an"たのである.この論文

は調査所の熟達した化石採集家だったデｰビッド･デイ

トとの共著であった.しかしながら低地帯においてベ

イリｰが情熱を注いだ仕事はミッドランド･バリｰの石

炭紀火成岩類の産状を見なおし岩石学的記載を行なっ

たことである.この地域にはイｰスト･ロシアンBa-

thgateCamps三eFe11sなどが含まれている.このほ

かLam㎜emuir丘陵から退行したフォｰス氷河末端部

の水系遷移を読みとることにも時間をかけた(1904).

この仕事は1902年ヨｰクシアｰのC1eveland丘陵の

いくつかの潤れ谷の成因を氷河によって流れを変えら

れた川が洞渇したことによると解釈して名声を博してい

たP.F.ケンドｰルとホｰンの勧めで共同研究をした

ものである.ケントｰノレの筆嫌いは有名なもので結

局ベイリｰが共同研究の結果を原稿にしなければならな

かったがケンドｰルから内容について何一つ文句をつ�
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けられなかったのはベイリｰには驚きであった.こう

して1908年にはそれが出版された.ベイリｰの共同研

究者で筆嫌いたのはケントｰノレだけではなかった.な

かでもピｰチはその最たるもので彼は1905年調査所を

辞める前に数編の論文を用意するよう通告されていた.

そのうちの一つがエジンバラ地方誌再版のためのAτ･

thur'sSeat火山〔エジンバラ市内の丘陵で特異な景観

を作っている〕に関する一章であった.ピｰチはその

地域の修正地質図作製のため週末毎に何度かベイリｰを

連れ出していたのでベイリｰは2週間の休暇をもらい

匿名でピｰチの口述を筆記したいと彼に申し出た.ピ

ｰチはベイリｰの好意を受け意見の相違点があると二

人は直ちに馬車を駆り露頭の前で討論し合った.この

やり方はうまく行ってアｰサｰズ･シｰトに関する記述

は報文の一章としてだけでなく別に単行本としても出

版された.ベイリｰの｢偉大抵る先達｣として深く敬

慕していたピｰチは1905年地質調査所を退きその後任

にはベイリｰに言わせると｢自分を表に山さたい非凡狂

人｣C.T.クロｰが西部高地班の担当と狂った.

調査所のG1enCoe地域図幅調査は1900年H.カイナ

ストンピｰチによって着手され後カイナストンベ

イリｰその他の人々に受け継がれ1908年まで続いた.

この仕事の諾時点での成果は｢ベン･ネビスおよびグレ

ン･コウの地質｣第2版(1960)の中でベイリｰカミまと

めている.彼自身の図幅調査研究は1905年から始まっ

ていたので彼の先輩でもあり同僚でもあるクロｰと

H.B.モｰブはグレン･コウの鍋底状陥没に関する共同研

究を1909年ロンドン地質学会で講演するため原稿をベ

イリｰに書かせるという暖い思いやりを示した.グレ

ン･コウは恐らく最もよく研究された世界最初のカルデ

ラであろう.長軸短軸方向のさしわたしがそれぞれ

9マイルと5マイルのだ円形を呈した地域は片岩とそ

れを不整合に被う下部旧赤色砂岩時代の火山岩で構成さ

れているが古期高地片岩類からなる部分洪円筒形に

1000フィｰト以上も陥没してできたと考えられている.

鍋底部は断層で区切られているこの断層線の南方4

マイルはCmach･n花陶岩のためはっきりしなくなっ

ているがほかの場所ではクルァノ･ン･マグマの支脈と

思われる花闇岩斑岩類の貫入により不連続的ながら追

跡される.珪質破砕帯は断層帯各所で認められる､

ベイリｰは｢1908-1958年間の火成岩地質学研究に関す

る諸問題｣と題するレビュｰの中で｢グレン･コウの断

層貫入は環状岩脈という術語の起源と放っているかそ

の不規則な形態は環状岩脈の模式とはみたしカミたい｣

と述べている.それにもかかわらずその記載カミきっ

かけと狂って世界各地で環状断層や環状岩脈カミ確認され

るようになった.

1909年の夏ベイリｰロバｰト･キャンヘノレモｰ

ブらはW･コレに案内されてスイスのプレアルプスの諾

断面を観察した.そこで彼らが見たものはスコットラ

ンドの地質構造と余りにもよく似ていることと著しい岩

相変化を示す非原地性岩塊の証翅とであった.

ベイリｰは1910年にもロンドン地質学会で講演した.

この時もまたグレン･コウ火山地域が展示された地質

図のほぼ真中に示されていたが研究された地域はずっ

と広がっていた.すなわち北酉方はLochLimheか

ら南西方はRamoch花闇岩地帯のEtiマeMooreにま

でおよんだ.この時の講演題目は古期岩類である高地

片岩類の構造に関するものであった.この1910年の研究

は15年にわたる調査所技官たちの共同研究の成果である.

この中で片岩珪岩石灰岩などの層序が編みあげられ

たのである.ベイリｰはそのためのきわだって貴重な

存在であった.しかしベイリｰ自身論文中で指摘して

いるようにrこの層序を下から上に読むかあるいは上

から下に読むかは将来の研究で決める問題である｣.ベ

イリｰが展開した大縮尺での地体構造解釈をH.B.モ

ｰブの示唆激励によるものだとして繰り返しモｰブの手

柄とした(たとえば1909191019351960).モｰ

ブは1906年グレン･エティブに大過榴曲があることを報

告し次のように述べた:｢福曲の翼はゆるく酉に傾斜し

向斜軸部から背斜頂部までの距離は優に3マイルはある｡

丘の部分を被っている珪岩はまた谷底をも構成してい

る｣と.この珪岩をモｰブはグレン･コウ珪岩と名づ

けた.ベイリｰはその過橘曲を後にBa11achulish横

臥橘曲という名で知られるように放ったノデラチュリッシ

ュ核の南方延長であると反論した.グレン･エテイブ

において福曲両翼部で珪岩に接する地層の厚さカミ違うの

は摺曲翼の脚が橘曲断層(fol↓fauIt)で切られているか

らだとベイリｰは説明した.もっとも彼は推定断層面

に滑動条痕を見ただけである.1892年フランスのアノレ

プス研究家マノレセノレ･ベノレトランはスコットランド北

西高地における衝上断層が摺曲翼の脚を押しつけられた

横臥橘曲によるものだという野外の証拠はないと言い

切るには無理カミあることを知った.ベイリｰは19ユO年

南西高地には数本の横臥摺曲カミあると述べた.彼ほさ

らに論を進め｢ある場合には櫓曲の波長が12マイル以

上もありこれらの榴曲構造は原構造を必ずしも残し

てはいない.というのは多くが後にさらに微橘曲して

なおか匁りの波長をもつ同科橘曲構造に変ったりするか

らである.横臥榴曲に伴った榴曲断層は橘曲構造が

こわされる時背斜の脚下部に限ってできるわけではな�
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い｣･ベイリｰはこれら榴曲断層をスライド(SIide)と

呼んだ.彼によれば榴曲断層のあるものは衝上であり

またあるものはひきずりである.しかし19101916年

の論文では彼のいう摺曲構造が背斜のそれか向斜なのか

彼自身もよくわからなかったので正しい層序には触れ狂

いでいた.こういう事庸から言葉をぼかして摺曲断層

とかスライドとかいったのである.J.J.H.テイｰノレ

は1909年ベイリｰの考えを論評して｢この推論の域を

出ない摺曲断層はスコットランド北西の衝上構造とは

二つの点で異なる.すなわち第一に明瞭に単純在橘曲

であり第二に圧砕岩すなわちミロナイトを伴っていた

いことである｣と述べた.しかしながら1922年ベイリ

ｰは層序を決める手掛りをつかんだ.これによってバ

ラチュリッシュFortWi11ia㎜のスライドを衝上と解

釈することになるのである.ベイリｰがのち1935年に

述べているように｢高地研究の地質学者達は講一人波の

1922年の考えに賛成する者は放かったがどの反論も核

心をついてはい校がった｣.一方丁.ボｰグトT.L.

タントンらは地層堆積の正しい順序を決めるのにカレン

ト･ベヅデインクとグレイデイッド･ヘッディングの重

要性を彼に示唆していた.かくて1930年までにはバラ

チュグリッシュ横臥橘曲は北酉方向の応力による向斜構

造(背斜では狂い)でありスライドはひきずり断層で

あることを確信することができた.また現在はバラチ

ュリッシュ石灰岩よりも古いと考えられている部位の層

序に関するベイリｰの解釈(1910)に対し1913年R.G.

カルｰサｰズカ湖らかにした珪岩片岩層はそれぞれ

1枚ではなく3枚づつあるという修正を受けいれた.

バラチュリッシュLev㎝およびそれらに関連する問

題についてベイリｰの研究は幾年も続いた.1934年に

はその構造は衝上運動によるよりもひきずりによるもの

であることを発表しアノレプスにおいて横臥榴曲か正常

翼よりも逆転した側が肥厚する例を引いた.ベイリｰ

の印刷物にみられる一つの特徴は術語の使用にあたって

それを定義してから用いもし適切な用語がない時はち

ゅうちょせず新語を鋳造したことである.たとえば

1934年の論文で｢`次第に若くなる'という意味で“to

yOung"という野びた動詞を造りあげた｣.後にはまた

記載の便宜上W.J.マッコｰリｰンとの共著論文(19

37)でantifOmとsynfomの二語を新造した.前

者は｢上方に閉じ｡る摺曲｣のことであり後者は｢下方

に閉じる福曲｣を意味する.彼は念を押してこれら

の新造語はantiC1ineやSynC1ineと違って幾何学的故

意味しかないことを付け加えている.彼のバラチュリ

ッシュに関する最後の論評は1960年版グレン･コウ地質

誌にのっている.

ベイリｰが荷わなければ校らない運命にあったいま

一つの大きい仕事は複雑放火山吏の解明であった.サ

ｰ･アｰチボノレト･ゲイキｰの地質調査所総裁時代イ

ンナｰ･ヘブリディｰズの第三紀火山岩類の研究を実施

した.彼はアノレフレッド･ハｰカｰにスカイ島の研究

を委嘱した.ノ･一カｰは1895年に調査所の依託研究を

開始1901年Cui11in丘陵の地質図を完成した.;H.

B.ウッドワｰドとC.B.ウェヅドは中生層地域を調査し

調査所の1インチマップ〔約6万分の1〕｢南スカイ｣

と同図幅説明書は1904年に刊行された.彼らは共にス

カイの名を不朽にしたのである.この仕事はティｰル

によって拡大されMu11の火成活動中心部の詳細な研究

カミ1907年に開始された.かくてその年ベイリｰはムノレ

島南部の地質図作成のため派遣されこの調査は延寿と

1914年まで続いたのである.その間J,S.フレット

後には岩石学のH.H.トｰマスの援助があるたど延べ

10人の地質家か参加した.しかしどの年をとっても西

部高地班は6人以上になったことはたく何人かはほん

の2年かそこらの参加だった.ムル調査の大部分はベ

イリｰクロｰJ.E.リッチｰG.V.ウイルソンW.

B.ライトらによって行なわれた.イギリスのどこを

とっても中部ムルぐらい複雑な地質はないといわれて

いる･地質調査所業務進行要録をみると班の中の誰

が重要な発見をしたかなどすぐ確かめることができる.

しかしサｰ･ジョン･フレット著r英国地質調査所ユ00

年東｣(1937)のなかの“イギリス地質学の最も輝ける

一章"は調査班全員とその指揮者C.T.クロｰに戦

後はE.B.ベイリｰにたむけ枚ければならない.ムル

島は北酉方向軸に沿い全長6マイノレに達する二つの大力

ノレデラ陥没地であることが実証された.北の方にはほ

とんど完全に続く環状岩脈がみられる一方南のグレン

･モア･カルデラはその中に産出する枕状溶岩の産状か

ら火口湖をもっていたことと枕状溶岩の非常な厚さか

らカルデラ底は何回も沈降したものと考えられている.

第三紀火成岩類に属する集塊岩をもつ爆烈火道カミカルデ

ラを貫いている.環状岩脈環状岩株などのほかコｰ

ン･シｰトも多数認められた.ここで特筆すべき点は

北西方向に延びる岩脈灘(dy長e-swams)と並んで斑

れい岩から重力分別作用によるグラノファイアｰの生成.

例が記載されたことである.

第一次世界大戦のぼっ発はムルの調査を中断させたが

ベイリｰが軍務につく前にすでに地質図の大部分につい

て着色見本図ができ説明書用の記事も準備ができてい

た.しかしこれらの完成は1918年の暮ベイリｰが

帰還するまで待たなければたらなかった.一方クロ�



一63一

一は1916年の鉄道切割の地質断面を調査中殉職し彼の

後任には1918年ベイリｰが任命されたこうした数奇

な運命からベイリｰは五インチマッヅを工923年はムル

の第三紀と後錦三紀岩類の主要柾報告書を192峠にそ

して同じく朱第三紀岩類のそれを醐瞬にそれぞれ出版

す孕ことになったその後同地域の珊,660分の五着

色堆質模型カミ調査所博物館の展示用に製作された.

'ベイリｰは五9王5年英国要塞砲兵隊付将校任官の発令を

受けた.プリマス駐甫申は軍務めか牝わもD泌e島

の地質を研究したがそれが出版されたのはエ919年花っ

た｡1916年9月戦車か参戦した最初の蟹ぽベイリｰ

はソンム河〔ベルギｰ紀近いフランス北部を北西に流れ

る河〕で負傷した.19工8年イｰプル〔フランス国境に

近いベルギｰ西部の町〕で負った傷はついにベイリｰの

片目を奪いそればかりか腕ぽも戦傷をうけたのであっ

た,偵察隊としてベイリｰは簑度の出動を命晋られ戦

功十字章のほか感状と共にフランス勲功十字章を授けら

れた｡さらにレジオン1ド1ヌｰル勲章に輝き陸軍

中尉として退役した.

戦傷といえども野外地質調査におけるベイリｰのとめ

ど征いエネノレギｰ牽弱めることはでき匁かった氾濫

した河を渡渉するなど彼の無鉄砲にも近い行動につい

て語り草は少なくない.なかでもある目のことスコ

ットランド支所の新任副所長ウォルコット･ギブソンを

案内してほんの2･3ヤｰド下流に渡れる橋カミあるの

に顎までつかって河を渡った時にはこっぴどい叱られ

ようだった.

J.S.(後にサｰ･ジョン)フレットが1920年地質調査

所長に就任しベイリｰの担当した西部高地班はムノレの

北西部Co11および特にJ.E.リッチｰ研究のムル的

な第三紀火成活動の中心であるArdna･mrchanの西部

地域の図幅調査を完了した.1923年から数年西部高地

の調査活動は停止され地質図幅説明書校との出版準

備にあてられた.ベイリ一班の図幅調査は炭団ヨなどの

あるエァシァ=の諸図幅にみられるようモこどちらかと

いえば床用的泣仕事に限られた.

1924年ベイリｰは彼の個人的な大きい貢献となった

国土の天然資源利用に関する論文を書いた.西部ムル

におけるチョｰクを被う第三紀砂漠砂の発見に引き続き

LochA1ine海岸からムル海峡を経て本土側のMo工vem

に分布しセノマン階グリｰンサンド層を被う厚さ20フ

ィｰトな1ぴ池の白い円磨砂粒からなる砂岩について考

察した､北西簸畏ではこの白色砂岩はゼノン階のチ

気一クで被われ時代はイングランドのダウンズ地方の

チ嚢一クの一部に対比される.彼はこの白砂を近接砂

漠からチ鷺一クの海に風で運びこ豪れたものと解釈した.

分析によればその砂は99.69%のSiO･からなり1940

年から1948年秋にかけて25万トン以上の砂添採掘された.

光学ガラス用途としてロッホ1アリンから船積みされた.

ス鷲ツトランドのミノレストｰン1グリットに関する多

くの研究はR.キッドストンのいわゆる“p王&械brea友"

説〔ミノレストｰン1グリットの内部に著しい砦相変化カミ

認められ狂いにもかかわらず中上部と下部とで積物灘か

不連続であるという〕によって強い影響を受けてきた.

しかし1926年ベイリｰはもうこのような考え方が不必

要なほど巧妙な説明を行なった.これとは別に同

で達する､

1927年までのベイリｰの海外地質見学旅行としては

1909年コレとのブレアノレプス訪間のほか同じくコレの

案内でユ924年には2回目のスイス旅行に出かけた･1910

年にはストックホルムの万国地質学会議に出席.1927

年プリンストン夏季地質教室の招きで参加したケベック

ｰバンクｰバｰ間のカナダ大陸横断旅行はとりわけベイ

リｰを喜ばせた.R.M.フィｰルドと協力してベイリ

ｰはロｰガンが記載したケベック付近の地質構造を見学.

またH.シャノレトによるアノレプスのフリッシュ角礫岩の

研究にヒントを得てコレワイｰルドらと共に化石海

底地すべりをつきとめた.しかし衣がらイギリスヘ

帰ると彼の著書“TheGeoIogica1SurveyofGτeat

Britain"(1952)にも書かれているように上司と何か相

容れぬものを感じた.このような事庸からJ.Y.グ

レゴリｰの退官で空席になっていたグラスゴｰ大学地質

学教室の主任教授のポストに立候補してそのチェアｰを

射止め1929年12月24目地質調査所を辞職するに至った.

(つづく)

(訳者は九州大学理学部地質学数室)�




